









































〔注 1 ：WMS（Woman's Missionary Society of Methodist Church）： 
カナダメソジスト教会　婦人伝道協会〕




















































































































































































































































































































































































































































































1896年 7 月31日横浜発バンクーバー行き　蒸気船“Empress of Japan”の乗船者 名簿








の日本人と残りの ６ 人は 4 つの国籍に分かれる
カナダ人です。イソベル・リースが父親です。
多くの喜び、しばしば驚き、ときどき“問題”
があり、たまに感動があり、常に挑戦しています。
クリスマスがこのような時代でも本当の喜び
をみなさんにもたらしますように。
レオナ・ダグラス〉
C.J.L.ベイツは関西学院院長だった方であり、
ストラザード、プレストン、ダグラスはいずれ
も東洋英和・静岡英和・山梨英和の二校以上で
教え、前者お二人は校長を務めた。全体の発信
者のほとんどは三英和や上田保母伝習所で教え
たり、宣教師館に暮らしていた方々である。ミ
ス・ダグラスとミス・ハードはカナディアンロッ
キー山麓の寒冷地で日系人のための学校で教え
ている報告を書いている。
それぞれの悲痛な祈りが胸を打つ書簡である。
おわりに
以上、今号では史料室に託された遺品の数々
からごく一部を紹介したに過ぎない。このよう
なミス・カートメルや学院の歴史に立ち会った
人々の足跡をたどることは、学院の拠って立つ
ところを再確認することにつながるのではない
かとの思いでいっぱいである。まだ書簡の解読
や翻訳は端緒についたばかりであるが、作業を
進めて、資料集のような形で公開したいものと
願っている。
これまで英文書類の読み起こし、翻訳に協力
くださった方々は、中学部長（英語科）の露木
美奈子氏、英語科教諭の楠山真里子氏、福本久
子氏、元教諭の大井真理子氏、カイル・ティ
マー氏、松田昭彦氏、大学教授のスィッペル氏
の諸氏である。また、旧字の読み起こしは法人
本部の田原綾子氏による。深く感謝するととも
に、今後もさらなる協力者を募って作業を進め
る計画である。
なお、本部・大学院棟 1 階ロビーでは、これ
ら遺品の展示を11月下旬より来年 5 月まで行う
予定である。本物の資料をぜひご覧いただきた
い。
（史料室　酒井　ふみよ）
